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一
特
集
1

中
国
経
済
は
日
本
化
す
る
の
か
？
不
動
産
の
低
迷
が
長
引
く
中
、

そ
ん
な
議
論
が
盛
ん
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
製
造
業
大
国
と

し
て
高
成
長
を
続
け
な
が
ら
、
不
動
産
市
場
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
失

敗
。
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
財
政
赤
字
の
拡
大
と
デ
フ
レ

に
苦
し
む
…
…
。
「
失
わ
れ
た
三

0
年
」
と
も
言
わ
れ
る
日
本
の
長

期
停
滞
を
中
国
も
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し

た
見
方
は
以
前
か
ら
存
在
し
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
の
中
国
不
動
産

市
場
の
変
調
を
受
け
、
改
め
て
「
日
本
化
」
の
議
論
は
注
目
さ
れ
て

い
る
。特
に
注
日
を
集
め
た
の
が
野
村
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
の
リ
チ

ャ
ー
ド
・
ク
ー
の
議
論
だ
。
ク
ー
は
、
一
九
九

0
年
代
の
日
本
経
済

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
論

懐

（

神

戸

大

学

教

授

）

＇ 

低
迷
を
説
明
す
る
議
論
と
し
て
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

不
況
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
示
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
左
側
に
資
産
の
合
計
額
を
、
右
側

に
負
債
と
資
本
の
合
計
額
を
、
双
方
が
一
致
す
る
よ
う
に
記
入
す
る
。

左
側
の
資
産
の
価
格
が
下
落
す
れ
ば
、
企
業
は
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
右
側
の
負
債
を
減
ら
そ
う
と
す
る
。
も
し
、
企
業
が
資
産
と
し

て
保
有
す
る
不
動
産
価
格
が
一
斉
に
下
落
し
、
多
く
の
企
業
が
負
債

11

借
り
入
れ
を
圧
縮
す
る
と
、
投
資
需
要
が
大
き
く
減
少
し
て
経
済

全
体
が
低
迷
す
る
、
と
い
う
の
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
論
の
骨
子

で
あ
る
。

不
動
産
価
格
の
下
落
が
中
国
経
済
全
体
に
波
及
し
て
い
く
と
い
う

シ
ナ
リ
オ
は
、
不
動
産
価
格
の
低
迷
が
続
く
中
国
で
は
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
実
際
、
ク
ー
が
二

0
二
三
年

梶
谷

中
国
経
済
は
日
本
化
す
る
の
か

不
動
産
不
況
と
過
剰
生
産

世界 SEKAI2024.12 
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六
月
に
香
港
で
行
っ
た
講
演
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
出
し
、

0
万
回
以
上
再
生
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
西
村
11

秦
、
二

0
三―-)。

注
意
が
必
要
な
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
は
あ
く
ま
で
も
マ

ク
ロ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
景
気
後
退
を
説
明
す
る
議
論
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
企
業
部
門
が
負
債
を
圧
縮
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
ぶ
ん
政
府
部

門
が
負
債
を
増
や
せ
ば
、
経
済
全
体
が
需
要
不
足
に
陥
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
の
懸
念
が
あ
る
場

合
に
は
政
府
部
門
が
債
務
を
拡
大
し
て
積
極
財
政
を
行
う
べ
し
、
と

い
う
の
が
ク
ー
に
よ
る
景
気
回
復
の
た
め
の
処
方
箋
と
な
る
。

で
は
、
ク
ー
が
言
う
よ
う
な
中
国
の
日
本
化
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ど

の
程
度
現
実
性
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
相
変
わ
ら
ず
足
元

の
不
動
産
市
場
の
低
迷
は
続
い
て
い
る
。
不
動
産
企
業
の
新
規
融
資

に
あ
た
っ
て
、
資
産
負
債
比
率
が
七

0
％
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

「
三
つ
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」
を
条
件
づ
け
る
な
ど
、
政
府
に
よ
る
一

連
の
引
き
締
め
を
受
け
、
不
動
産
価
格
は
一

1
0
ニ
―
年
以
降
低
下
を

続
け
て
き
た
。
不
動
産
会
社
の
経
営
悪
化
に
伴
い
、
販
売
済
み
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い
う
状
況
ま
で
生
じ
た
た
め
、

二
0
二
ニ
年
―
一
月
に
は
「
足
元
の
不
動
産
市
場
の
安
定
健
全
発
展

に
対
す
る
金
融
支
援
の
実
施
に
関
す
る
通
知
」
（
「
金
融
一
六
条
」
）
が

発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
保
交
楼
（
購
入
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
引
き
渡

長
引
く
不
動
産
不
況
と
消
費
の
低
迷

一
特
集
＇

1

0

 

6 

4 

2 ヽ‘ヽ＼、‘̂ Tど＾＼
．ヽ ー 2綜都市

一',.
／＼  
芯． 

し
を
保
証
す
る
）
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
住

宅
の
建
設
を
支
え
、

そ
れ
以
上
の
価
格
下

落
を
防
ぐ
た
め
の
包

括
的
政
策
で
あ
る
。

ま
た
翌
一

0
二
三
年

二
月
に
は
、
人
民
銀

行
が
政
策
金
利
を
据

え
置
き
な
が
ら
も
、

銀
行
間
市
場
に
一
九

九

0
億
元
を
供
給
す

る
な
ど
の
緩
和
策
が

講
じ
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
住
宅
ロ
ー
ン

金
利
は
低
下
し
、
同
年
前
半
に
は
主
要
七

0
都
市
の
新
築
マ
ン
シ
ョ

ン
価
格
は
上
昇
に
転
じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
上
昇
は
長
続
き
せ
ず
、

同
年
六
月
以
降
に
は
再
び
多
く
の
都
市
で
住
宅
価
格
は
下
落
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
特
に
二

0
二
四
年
前
半
に
な
る
と
不
動
産
価
格
は
下

落
傾
向
を
一
層
強
め
て
お
り
（
図
1

)

、
住
宅
販
売
価
格
や
面
積
も

再
び
落
ち
込
み
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
た
め
同
年
五
月
に
は
、
地
方
政
府
が
主
体
と
な
り
マ
ン
シ
ョ

図1 商品住宅価格指数の動向（対前年比）
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出所：国家統計局ウェブサイト (http://www.stats.gov.cn/) 
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ー
特
集
1

ン
の
在
庫
を
買
い
取
り
、
安
価
な
住
宅
に
転
換
し
て
提
供
し
た
り
、

あ
る
い
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
保
有
者
に
既
存
住
宅
の
売
却
と
買
い
替
え

を
促
進
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
た
り
す
る
（
「
以
旧
換
新
」
）

一
連
の
政
策
を
導
入
し
た
ほ
か
、
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
の
下
限
も
撤
廃

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
価
格
を
下
支
え
す
る
に
は
、
よ
り
大
規
模
な
財

政
支
出
が
必
要
だ
と
い
う
声
が
強
く
、
現
時
点
（
二

0
二
四
年
一
〇

月
）
で
、
住
宅
価
格
の
下
落
を
食
い
止
め
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
ク
ー
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
論
と
異
な
る
の
は
、
中

き

そ

ん

国
に
お
け
る
不
動
産
市
場
の
低
迷
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
毀
損
し

た
企
業
の
設
備
投
資
の
低
迷
と
い
う
よ
り
も
、
な
に
よ
り
も
消
費
需

要
の
回
復
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
点
だ
。
二

0
二
四

年
四
月
に
公
表
さ
れ
た
第
1
四
半
期
の
経
済
統
計
で
は
、
実
質

G
D
P
の
成
長
率
は
前
年
同
期
比
五
・
三
％
増
と
予
想
を
上
回
っ
た
。

特
に
工
業
生
産
増
加
額
（
付
加
価
値
ベ
ー
ス
）
は
前
年
同
期
比
六
・
一

け
ん
い
ん

％
増
で
あ
り
、
成
長
を
牽
引
し
た
。
一
方
で
消
費
（
社
会
消
費
品
小

売
総
額
）
は
前
年
同
期
比
四
・
七
％
増
、
特
に
財
の
消
費
は
四

・
O
％

増
加
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
工
業
生
産
の
伸
び
を
国
内
の
消
費
需
要

で
は
十
分
に
吸
収
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
。

も
と
も
と

中
国
社
会
で
は
賦
課
方
式
の
公
的
年
金
に
よ
る
老
後

の
生
活
の
保
障
が
十
分
で
は
な
く
、
値
上
が
り
を
続
け
る
マ
ン
シ
ョ

ン
の
購
入
が
公
的
年
金
に
代
わ
る
老
後
の
生
活
を
保
障
す
る
手
段
と

顕
在
化
す
る
新
興
産
業
の
供
給
能
力
過
剰
問
題

な
っ
て
き
た
。
少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
す
る
中
で
の
住
宅
バ
ブ
ル
の

終
焉
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
消
費
マ
イ
ン
ド
を
急
速
に
冷
え
込
ま
せ

る
効
果
を
持
ち
、
現
時
点
で
は
こ
れ
が
反
転
す
る
兆
し
を
見
せ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
内
需
要
の
低
迷
に
対
し
、
中
国
政
府
は
ど

の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

二

0
二
四
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
国
会
に
当
た
る
全
国
人
民
代
表

大
会
の
政
府
活
動
報
告
で
、
李
強
首
相
は
同
年
の
実
質
経
済
成
長
率

目
標
を
一

1
0
ニ
―
―
一
年
と
同
水
準
の
五
％
前
後
と
し
た
。
李
首
相
は
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
第
一
の
目
標
と
し
て
、
現
代
的
な
産
業
体

系
の
構
築
と
「
新
し
い
質
の
生
産
力
」
の
発
展
を
加
速
さ
せ
る
と
い

う
方
針
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
積
極
的
な
財
政
政
策
を
柔
軟
に
行
う
と

い
う
姿
勢
を
強
調
す
る
一
方
で
、
二

0
二
四
年
の
財
政
収
支
の
赤
字

を
国
内
総
生
産

(
G
D
P
)

比
三
％
に
保
つ
こ
と
を
強
調
し
、
均
衡

財
政
の
原
則
を
維
持
す
る
姿
勢
も
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
重
視
、
お

よ
び
財
政
赤
字
拡
大
の
回
避
と
い
う
政
府
活
動
報
告
の
内
容
を
見
る

限
り
、
「
中
国
製
造

2
0
2
5
」
に
象
徴
さ
れ
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
駆
動
型
の
経
済
成
長
」
を
、
供
給
サ
イ
ド
の
効
率
化
に
よ
っ
て
実

現
し
よ
う
と
す
る
習
政
権
の
姿
勢
は
以
前
に
も
ま
し
て
強
ま
っ
た
感



世界 SEKAI2024.12 058 

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
七
月
一
八
日
に
発
表
さ
れ
た
中
国
共
産
党
の
第

―1
0
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
（
三
中
全
会
）
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
（
声
明
文
）
で
も
、
習
近
平
国
家
主
席
が
掲
げ
る
「
中
国
式
現
代

化
」
の
推
進
が
強
調
さ
れ
た
ほ
か
、
建
国
八

0
年
と
な
る
一

1
0
二
九

年
ま
で
に
改
革
の
任
務
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
明
確
に
し
た
。

「
新
し
い
質
の
生
産
力
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
、
新
興
産

業
の
さ
ら
な
る
供
給
能
力
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
中
国
政
府
の
姿

勢
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
や
太
賜
光
パ
ネ
ル
な
ど
、
グ
リ
ー
ン
テ
ッ

ク
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
か
ら
の
輸
出
攻
勢
を
警
戒
す
る
欧
米

各
国
政
府
に
と
っ
て
、
一
層
の
生
産
能
力
過
剰
を
招
く
も
の
と
い
う

印
象
を
与
え
て
い
る
。

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
米
国
の
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
イ
エ
レ
ン
財
務

長
官
が
二

0
二
四
年
四
月
初
頭
に
行
っ
た
広
州
と
北
京
へ
の
訪
問
と

要
人
と
の
会
談
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
交
流
を
通
じ
て
イ
エ
レ
ン
氏
は
、

「
第
二
の
中
国
シ
ョ
ッ
ク
」
と
も
い
わ
れ
る
中
国
の
過
剰
生
産
能
力

問
題
に
つ
い
て
率
直
な
懸
念
を
表
明
し
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
こ
で
イ
エ
レ
ン
氏
は
、
中
国
の
過
剰
生
産
能
力
問
題
を
、
米
中

対
立
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
じ
た
短
期
的
な
課
題
で
は
な
く
、

貯
蓄
率
が
高
く
、
消
費
が
低
迷
し
が
ち
だ
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を

抱
え
る
中
国
経
済
に
と
っ
て
の
中
長
期
的
な
課
題
だ
と
い
う
見
解
を

示
し
た
と
い
う
。

経
済
メ
デ
ィ
ア
『
財
新
周
刊
』
の
報
道
（
王
11

f
‘
―

1
0
二
四
）
に

一
特
集
＇

よ
れ
ば
、
二

0
二
三
年
に
お
け
る
工
業
企
業
の
生
産
設
備
の
稼
働
率

は
七
五
・
一
％
と
前
年
に
比
べ

0
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
二

0
二
四

年
第
1
四
半
期
に
は
さ
ら
に
七
三
・
六
％
ま
で
低
下
し
た
と
い
う
。

現
在
欧
米
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
過
剰
生
産
能
力
問
題
の
特
徴
は
、

鉄
鋼
業
の
よ
う
な
従
米
よ
り
そ
の
供
給
過
剰
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た

産
業
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
中
国
の
海
外
輸
出
を
支
え
、

「
新
三
様
（
新
し
い
三
種
の
神
器
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
新
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
車
(

E

V

)

、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど

の
新
興
産
業
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

先
述
の
『
財
新
周
刊
』
は
、
自
動
車
関
連
の
大
手
部
品
メ
ー
カ
ー

が
行
っ
た
調
介
結
果
と
し
て
、
中
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
全
体
の
稼

働
率
は
一
―

0
一
七
年
に
は
六
二
％
で
あ
っ
た
も
の
が
一
―

0
二
三
年
に

は
四
八
％
に
ま
で
低
下
し
た
と
い
う
数
字
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
つ
い
て
も
稼
働
率
は
五

0
％
前
後
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
至
っ
て
は
全
世
界
の
需
要
の
ニ
・

五
倍
の
供
給
能
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。

従
来
の
伝
統
産
業
は
国
有
企
業
が
多
く
、
過
剰
生
産
能
力
問
題
の

解
決
に
は
政
府
が
号
令
を
か
け
て
生
産
規
模
を
縮
小
さ
せ
た
り
、
非

効
率
な
国
有
企
業
を
退
出
さ
せ
た
り
す
る
や
り
方
が
有
効
だ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
供
給
過
剰
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
新
興
ハ
産
業
は
民
間

企
業
が
多
く
、
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
き
き
に
く
い
。
さ
ら
に
、

こ
の
よ
う
な
新
典
産
業
は
今
後
全
世
界
、
特
に
新
興
国
・
途
上
国
に
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お
け
る
需
要
が
大
幅
に
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
な

供
給
過
剰
の
状
況
が
長
期
的
に
持
続
す
る
か
ど
う
か
を
一
概
に
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
も
、
国
際
社
会

か
ら
の
批
判
に
も
対
応
で
き
る
、
生
産
能
力
の
調
整
を
柔
軟
に
行
え

る
よ
う
な
体
制
の
構
築
は
や
は
り
喫
緊
の
課
題
だ
と
い
え
る
。

新
興
産
業
へ
の
補
助
金
政
策
と
「
殺
到
す
る
経
済
」

さ
て
、
新
興
産
業
に
お
け
る
過
剰
生
産
能
力
問
題
に
対
す
る
欧
米

各
国
か
ら
の
厳
し
い
批
判
の
背
景
に
は
、
近
年
の
中
国
政
府
が
、
積

極
的
な
産
業
政
策
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
急
速
な
生
産
拡
大

を
も
た
ら
し
た
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
現
状
で
は
多
く

の
国
々
に
お
い
て
産
業
政
策
が
復
活
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
二

0
1
0
年
か
ら
二
二
年
ま
で

の
産
業
政
策
の
総
数
の
推
移
お
よ
び
地
域
別
に
見
た
産
業
政
策
の
件

数
を
推
計
し
た
ユ
ハ
ス
、
レ
ー
ン
、
ロ
ド
リ
ッ
ク
の
研
究
で
あ
る

(
]
u
h
a
s
z
,
 
L
a
n
e
,
 a
n
d
 R
o
d
ri
k
,
 
2
0
2
3
)

。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
作
成
し
た
政
策

文
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
自
然
百
語
処
理
を
用
い
て
産
業
政
策

に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
選
び
出
し
、
そ
の
件
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
も

の
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
産
業
政
策
の
件
数
は
二

0
1
0
年
に

は
年
間
三
四
件
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二

0
一
三
年
ご
ろ
か
ら
徐
々

に
増
え
始
め
、
二

0
二
ニ
年
に
は
約
一
六

0
0
件
を
数
え
る
ま
で
に

な
っ
た
。

た
だ
し
、
中
国
に
お
け
る
産
業
政
策
は
そ
の
種
類
の
幅
広
さ
、
全

り
ょ
う
が

体
額
の
大
き
さ
な
ど
で
他
国
を
大
き
く
凌
駕
し
て
い
る
。
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
車

(
N
E
V
)
産
業
に
対
す
る
産
業
政
策
が
そ
の
典
型
的
な
事

例
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

二

0
一
三
年
よ
り
中
国
政
府
が
行
っ
て
き
た

N
E
V
普
及
の
た
め

の
補
助
金
の
特
徴
は
、
企
業
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
の
、
目
的

は
あ
く
ま
で
も
消
費
者
へ
の
販
売
に
対
す
る
補
助
と
な
っ
て
お
り
、

補
助
金
は
販
売
さ
れ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
の
台
数
に
応
じ
て
支
払
わ

れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
（
湯
、
二

0
-
―
-
)
。
こ
の
よ
う
な
補
助
金
供

与
の
仕
組
み
は
、
特
定
の
企
業
を
優
遇
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
こ

れ
ま
で
中
国
の
地
方
政
府
が
地
元
の
自
動
車
企
業
に
対
し
て
行
っ
て

き
た
、
域
内
保
護
主
義
的
な
も
の
と
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
地
方
政
府
主
体
で
充
電
ス
タ
ン
ド
を
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
各
都

市
に
建
設
す
る
政
策
も
価
格
補
助
金
と
組
み
合
わ
せ
て
、

N
E
V
を

支
え
る
政
策
と
な
っ
た
。
国
家
発
展
改
革
委
員
会
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

二

0
二
三
年
五
月
末
時
点
で
中
国
の
充
電
イ
ン
フ
ラ
累
積
台
数
は
六

三
六
万
台
設
置
に
な
る
と
い
う
（
井
下
、
二
0
1
―――-)。

重
要
な
点
は
、
こ
れ
ら
の

N
E
V
産
業
に
対
し
て
政
府
が
行
っ
て

き
た
産
業
政
策
が
、
特
定
メ
ー
カ
ー
ヘ
の
補
助
で
は
な
く
、
ま
ず
は

N
E
V
の
消
費
11

需
要
を
広
げ
る
と
い
う
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

と
い
う
点
に
あ
る
（
梶
谷
、
二

0
二
四
）
。
こ
の
市
場
の
急
速
な
拡
大

が
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
な
ら
び
に
中
間
財
へ
の
新
規
収
入
を
促
す
と
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い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
生
産
性
の
向
上
に

寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
世
界
的
な
E
V
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
寧
徳
時
代
新
能
源
科
技
（
C
A
T
L
)

を
は
じ
め
と
し

た
車
載
電
池
メ
ー
カ
ー
の
躍
進
も
、

E
V
の
最
終
需
要
拡
大
に
伴
う

分
業
の
高
度
化
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
二

0
一
九
年
に
は
す
で
に

N
E
V
の
生
産
が
過
剰
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
内
外
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
、
政
府
に
よ
る

N
E
V

購
人
の
補
助
金
は
大
き
く
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
、

N
E
V
メ

ー
カ
ー
が
そ
の
市
場
を
海
外
に
求
め
て
輸
出
攻
勢
を
か
け
る
と
い
う

現
象
を
も
た
ら
し
た
（
井
下
、
二
0
ニ――-)。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
筆
者
に
は
こ
こ
ま
で
の
急
速
な
生
産
規
模
拡
大

と
価
格
の
低
下
は
、
政
府
に
よ
る
補
助
金
や
産
業
政
策
だ
け
で
説
明

で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
消
費
者
に
対
す
る
購
入
補
助
金
は
二
0
1
―

二
年
末
に
終
了
し
て
い
る
上
に
、
メ
ー
カ
ー
に
義
務
づ
け
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
車
の
生
産
比
率
規
制
も
、
現
状
で
は
ほ
と
ん
ど
の
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は
機
能
し
て
い
な

い
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
現
象
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
広
東
省
深

せ

ん

さ

ん

さ

い

訓
市
を
中
心
に
生
産
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
山
塞
機
（
偽
プ
ラ
ン
ド
の
携
帯

電
話
）
が
中
国
国
内
で
プ
ー
ム
に
な
り
、
や
が
て
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

力
な
ど
海
外
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二

0
0
0
年
代
初
頭
の

現
象
を
思
い
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
と
同
じ
よ
う

に
「
ブ
ー
ム
に
殺
到
す
る
企
業
」
の
多
さ
こ
そ
が
生
産
過
剰
と
価
格

一

特

集

1

直
近
の
輸
出
急
拡
大
の
背
景
で

消
費
需
要
の
拡
大
を
実
現
で
き
る
か

の
低
下
を
招
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

も
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
二

0
年
ほ
ど
前
に
起
き
た
山
塞
機
の
ブ
ー
ム
は
基
本

的
に
政
府
の
介
人
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
生
じ
た
の
に

対
し
、

N
E
V
は
政
府
の
強
力
な
後
押
し
を
受
け
て
い
る
点
が
大
き

く
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
現
象
に
共
通
す
る
の
は
、
需
要
が

急
激
に
拡
大
し
た
こ
と
が
、
産
業
の
新
た
な
分
業
体
制
を
自
発
的
に

生
み
出
し
、
そ
の
こ
と
が
新
規
産
業
の
参
入
を
生
み
出
し
、
生
産
性

の
向
上
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
場
の
急
速

な
拡
大
と
、
「
殺
到
す
る
経
済
」
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
長
を

続
け
て
い
た
中
国
経
済
は
、
そ
も
そ
も
特
定
の
産
業
に
お
い
て
供
給

過
剰
の
状
況
を
招
き
や
す
い
体
質
を
抱
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
不
動
産
市
場
の
低
迷
に
よ
る

需
要
の
落
ち
込
み
と
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
過
剰
生
産
能
力
問
題

を
同
時
に
抱
え
て
い
る
中
国
経
済
は
、
今
後
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
政
府
が
需
要
拡

大
策
の
必
要
性
を
ま
っ
た
く
考
慮
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
特
に
一
―

0
二
四
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
抑
制
的
な
マ
ク

ロ
経
済
政
策
の
方
向
性
を
見
直
す
よ
う
な
動
き
が
相
次
い
で
見
ら
れ
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た
。
三
月
の
全
人
代
に
お
け
る
政
府
活
動
報
告
で
は
、
地
方
政
府
が

主
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
向
け
の
資
金
調
達
に
用
い
る
地
方
政
府
専
項
債

の
新
規
発
行
枠
が
三
兆
九

0
0
0
億
元
に
拡
大
さ
れ
た
ほ
か
、
総
額

一
兆
元
の
超
長
期
特
別
国
債
を
数
年
に
わ
た
っ
て
発
行
す
る
方
針
も

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
九
月
二
四
日
、
中
国
人
民
銀
行
は

預
金
準
備
率
を

0
•
五
ポ
イ
ン
ト
引
き
下
げ
た
ほ
か
、
中
央
銀
行
が

市
中
銀
行
に
対
し
て
資
金
を
供
給
す
る
際
の
短
期
金
利
で
あ
る
七
日

物
の
リ
バ
ー
ス
・
レ
ポ
レ
ー
ト
、
お
よ
び
中
長
期
の
金
利
で
あ
る

M

L
F
（
中
期
貸
出
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
一
・
七
％
か
ら
一
・
五

％
、
ニ
・
三
％
か
ら
二
．

0
％
へ
と
引
き
下
げ
た
。
さ
ら
に
は
二
軒

H

以
降
の
住
宅
頭
金
の
購
入
資
金
に
対
す
る
比
率
を
引
き
下
げ
、
既
存

の
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
を
新
規
ロ
ー
ン
金
利
と
同
水
準
に
引
き
下
げ

る
な
ど
住
宅
市
場
需
要
の
下
支
え
や
、
大
手
国
有
銀
行
の
資
本
増
強

の
方
針
も
併
せ
て
示
さ
れ
る
包
括
的
な
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
金
融
緩
和
策
に
対
し
、
株
式
市
場
は
す
ぐ
さ
ま
こ
れ
に
好
意

的
な
反
応
を
示
し
た
。
そ
れ
ま
で
「
中
国
離
れ
」
が
伝
え
ら
れ
て
い

た
海
外
の
投
資
家
も
中
国
株
を
買
い
戻
す
動
き
が
広
が
り
、
一

0
月

初
頭
の
国
慶
節
の
連
休
明
け
を
は
さ
ん
で
上
海
総
合
指
数
は
急
騰
し
、

二
年
八
カ
月
ぶ
り
の
高
値
を
つ
け
る
な
ど
、
大
き
く
上
昇
し
た
。
さ

ら
に
大
手
国
有
銀
行
に
最
大
一
兆
元
（
約
二

0
兆
六
二

0
0
低
円
）
の

資
本
注
入
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
た
。

一
方
で
、
景
気
の
本
格
的
な
回
復
の
た
め
に
は
追
加
の
財
政
刺
激

策
を
期
待
す
る
声
も
次
第
に
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば

I
M
F
は

八
月
初
旬
に
発
表
し
た
中
国
経
済
に
関
す
る
報
告
書
の
中
で
、
不
動

産
問
題
の
解
決
に
は
今
後
四
年
間
で

G
D
P
の
五
・
五
％
相
当
、
約

七
兆
元
の
財
政
支
出
が
必
要
だ
と
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
一

0
月
一

二
日
の
藍
仏
安
財
政
部
長
の
会
見
で
は
、
地
方
政
府
が
特
別
国
債
の

増
発
を
行
い
、
大
手
国
有
銀
行
へ
の
資
本
注
人
や
、
在
庫
住
宅
の
買

い
取
り
な
ど
の
景
気
刺
激
策
を
行
う
こ
と
を
明
言
し
た
。
追
加
的
な

財
政
支
出
の
規
模
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
最
大

二
兆
元
規
模
の
支
出
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が

強
ま
っ
て
い
る
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
財
政
資
金
を
通
じ
た
国
有
銀
行
へ
の
公
的

資
金
注
入
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
場
合
バ
ブ
ル
崩
壊
後
一

0
年
以

上
た
っ
た
二

0
0
三
年
の
り
そ
な
銀
行
へ
の
公
的
資
金
投
入
に
相
当

す
る
動
き
で
、
実
現
す
れ
ば
資
産
価
格
の
下
落
へ
の
対
処
と
し
て
は

非
常
に
素
早
い
動
き
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、

現
政
権
は
現
在
の
経
済
低
迷
の
原
因
の
―
つ
が
需
要
不
足
に
あ
り
、

そ
の
解
消
の
た
め
に
積
極
的
な
金
融
•
財
政
政
策
を
行
う
必
要
性
が

あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
府
が
需
要
刺
激
策
の
必
要
性

を
認
め
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
消
費
需
要
の
拡
大
で
は
な
く
、

前
述
の
「
新
し
い
質
の
生
産
力
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
製
造
業

の
分
野
で
欧
米
を
凌
駕
す
る
と
い
う
野
心
を
実
現
す
る
た
め
の
設
備
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投
資
を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
点
だ
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
製
造
業
へ
の
投
資
は
、
国
内
の
生
産
能
力
を
一

層
高
め
、
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
よ
り
拡
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
点
で
、
需
要
不
足
の
問
題
を
根
本
的
に
は
解
決
し
な
い
。
特
に
最

近
の
製
造
業
部
門
に
お
け
る
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
設
備
投
資
は
、
不
動

図2 金融機関新規融資の動向
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出所：財新数拠通、 CEIC
注1：新規融資額は、各種融資残高額の年ごとの差額として求めた。

注2:「グリーン投資」と工業投資の間には重複が存在している。

産
価
格
の
低
迷
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
政
策
的
に
誘
導
さ
れ
て
き
た

側
面
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
が
、
図

2
が
示
す
よ
う

な
近
年
に
お
け
る
銀
行
貸
出
の
不
動
産
部
門
か
ら
工
業
部
門
へ
の
急

激
な
シ
フ
ト
で
あ
る
。
新
規
の
不
動
産
融
資
は
一
―

0
一
八
年
か
ら
二

0
一
九
年
に
か
け
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い

た
二

0
ニ
―
年
以
降
は
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
を
埋
め
る
よ

う
な
形
で
、
工
業
及
び
グ
リ
ー
ン
産
業
に
対
す
る
銀
行
融
資
が
大
き

く
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

こ
こ
二

0
年
ほ
ど
継
続
し
て
き
た
不
動
産
価
格
の
高
騰
も
、
国
内

に
お
け
る
高
い
貯
蓄
率
と
消
費
需
要
の
伸
び
悩
み
に
よ
っ
て
生
じ
た

余
剰
資
金
が
不
動
産
市
場
に
向
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
国
内
に
お

け
る
過
剰
投
資
の
産
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
も
は
や
そ
の

構
図
は
崩
れ
つ
つ
あ
る
う
え
に
、
近
年
は
一
帯
一
路
構
想
の
よ
う
な
、

過
剰
生
産
能
力
の
は
け
口
を
途
上
国
・
新
興
国
に
求
め
る
政
策
も
ト

ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
現
在
は
製
造

業
企
業
に
よ
る
先
進
国
市
場
を
対
象
と
し
た
輸
出
攻
勢
が
そ
の
代
替

的
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
政
府
が
不
動
産
市
場
の
ソ
フ
ト
・
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
る
な

ら
ば
、
積
極
的
な
財
政
・
金
融
政
策
を
通
じ
て
当
面
の
経
済
成
長
率

を
維
持
し
つ
つ
、
そ
の
間
に
不
動
産
価
格
の
下
落
に
伴
う
社
会
不
安

の
拡
大
に
備
え
た
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
と
整
備
を
通
じ
て
、
国
内

の
消
費
需
要
を
下
支
え
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の
イ
エ
レ
ン
氏
も
、
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訪
中
時
の
発
言
に
お
い
て
中
国
の
過
剰
生
産
能
力
問
題
を
、
貯
蓄
率

が
高
く
、
消
費
が
低
迷
し
が
ち
だ
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
る

中
国
経
済
に
と
っ
て
の
中
長
期
的
な
課
題
だ
と
い
う
認
識
を
明
確
に

し
た
。
そ
の
う
え
で
、
供
給
側
の
生
産
能
力
向
上
に
傾
い
た
政
策
の

方
向
性
を
、
消
費
需
要
の
底
上
げ
に
振
り
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
、
そ
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
活
保
障
の
充
実

化
や
、
教
育
費
の
政
府
負
担
の
拡
大
な
ど
を
提
案
し
た
と
い
わ
れ
る
。

筆
者
も
こ
れ
ら
の
提
言
は
お
お
む
ね
妥
当
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
米
国
を
は
じ
め
西
側
諸
国
と
の
経
済
摩
擦
を
緩
和
す

る
意
味
で
も
、
ま
た
今
後
の
中
国
経
済
の
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実

現
の
た
め
に
も
、
習
近
平
政
権
は
国
内
の
消
費
需
要
拡
大
に
つ
い
て

よ
り
明
確
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
中
国
政
府
が

積
年
の
課
題
と
も
言
う
べ
き
消
費
需
要
不
足
の
問
題
を
解
決
し
、
低

迷
す
る
経
済
を
回
復
基
調
に
乗
せ
ら
れ
る
の
か
。
そ
の
成
否
は
、
今

後
の
習
政
権
が
ど
れ
く
ら
い
本
気
で
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を

見
せ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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